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1．主な研究テーマ

① 熱電変換材料の開発と構造解析

スピンキャスト液体急冷法，焼結法，蒸着法等により熱電変換

材料の作製を行います。ゼーベック係数，電気伝導度，無次元性

能指数等の物性測定と走査型透過電子顕微鏡(STEM)等による構

造解析を組み合わせ，高特性熱電材料の開発を行います。右図は、

Sr を添加したミスフィット型層状酸化物 Ca3Co4O9 の STEM 像(a)
と[110]方向からの投影図(b)を示します。(a)において Ca、Co 原子

が明るいスポットとして観察されます。重い Sr 原子が多く占有し

ているサイトは矢印のようにより明るいスポットとして観察され

ます。添加した Sr がミスフィット型層状酸化物 Ca3Co4O9 の中で、

置換、分布し，熱電特性向上に寄与したことが示唆されます。

② 走査型透過電子顕微鏡(STEM)像のシミュレーション法の開

発

STEM 像の定量的解析には，

Schrodinger 方程式を解き，像のシミ

ュレーションを行うことが必要とな

ります。本研究では，周期構造に対し

て有効な Bloch 波法を、欠陥を含む

結晶に適用し，新しい STEM 像シミ

ュレーション法の開発を行っていま

す。図は、第 2 層が[100]方向にわず

かに変位している Si（左図）に対し

て、[110]方向から電子線を入射した

ときのシミュレーション像（右図）を

示しています。対物レンズのフォー

カスΔf を変えると、左図の矢印で示

す各深さ付近での像が得られ、3 次元

の構造解析が可能となることが示唆

されます。
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2． 特色・研究成果・今後の展望等（社会実装への展望・企業へのメッセージもあれば） 
実用材料の原子レベルでの構造解析が、高特性材料の開発へつながるような研究を行ってい

ます。高い熱電特性発現のメカニズムを明らかにすることを目的しています。また、長崎大学

マイクロデバイス総合研究センター（CAMRIS）を通して、SiC 欠陥構造解析についての共同研

究も行っています。

researchmap：https://researchmap.jp/read0172791/  
研究室 HP: https://www.cms.nagasaki-u.ac.jp/lab/kessho/ 
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